
･地域の教育懇談会､ PTA､母親大会､労働組合な

どの諸団体から講師依頼がたくさんきています｡ 5

月末から1カ月間に20カ所で講演･報告をおこな

いました｡子ども､学校､貧困､特別支援､発達障

害､組合運動･ ･さまざまなジャンルのテーマに応

えられる講師陣･研究協力者がいます｡どこでも､

何人でも､ ｢予算ゼロ｣でもご相談にのりますから

遠慮なく連絡してください｡

･派遣村､反貧困運動で活躍している湯浅誠さんの

話しを聞きたいという要請が多くきています｡北塙

の中学校では全校集会で､北部の高校では教職員の

｢人権教育研修会｣で講師をやることになりました｡

超多忙な人なのでつかまえるのは困難ですが学校の

｢公式行事一進路問題､人権問題｣では最適な方で

すのでご検討下さい｡

彼が最近､中高校生向けに書いた｢どんとこい､

貧困一自己責任よこれでさらばだ｣ (理論社･よりみ

ちパン!セ)をお勧めします｡進路指導､ ｢人生｣
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指導で子どもたちに語るときの大切な指標がわかり

やすく書かれています｡努力しないと｢負け組｣に

なるという｢脅し｣､入試･就職試験から逆算して

今やるべきことの一方的強要- ｢脅しと逆算方式｣

の進路指導から脱皮しなければならない必然性が書

かれていて､我が身をふりかえるのに最適な本です｡

･毎週土曜日､研究所で教員免許相談を4月から続

けています｡ 6月に入って相談者が少なくなり､皆

さん手続きなど終えたと思っていたら6月27日;:

今年度該当者でまだ受講手続きを一切やられていな

かった方から緊急相談がありました｡担当の武琵さ

んは関東ブロックの大学等の講座の空き具合をチニ

ックしているのですぐ対応できました｡受講蓑T.モ

-人も出さないようもう一度お互いに確認を二

･手前味噌ですみません｡ 51号(春号)が好芦で

す｡読みやすくなった､テーマ設定が適切､烹真二

読めるようになったなどの声が寄せられてい亨丁二

編集で特に苦労するのが｢さいたまここに人糞･.

です｡地道にこつこつと地域で仕事等を続けて,∴言

がらキラリと光る生き方の人を探すのが大変ててこ

どなたか紹介してください｡

･ 7月3日に世取山洋介さんの講演会が薮育会壷

で開かれました｡ 70名の参加で｢新自EE主義へ=:

対抗軸一競走と統制の教育から人格を育て壬を亨

を｣という堅いテーマの講演会でした二大=宇戸で_

た｡その中で全国学力テストが毎年､全字三でモT:

れているアメリカの報告がありましたこき三軍モT:

れて結局｢テスト成績が家庭の豊かさ･真一三号王

らわしている｣ということがはっきりrJ-=二.ラこ

とです｡

日本でもそうです｡日本が見習ったJL-.I-てこ

とっくにやめてしまいました｡それな.,J･二~芋テZ:

結果を学校別に明らかにせよ｣と要求_丁.モモ王

がいます｡そんなことでお金を使うCT三三奮義貞1-.

定数増など条件整備につかうべきと･∴ラ蓋.育.二

そう強くした学習会でした｡ (白､


